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河 北 新 報 社 納

速 度 新 聞 輪 転 機

Super Production Newspaper Press

鎌 田 裕 之*

内 容 梗 概

仙台河北新報守いこ納められた新聞輪転機は,日立製作所としては初めての新聞輪転機であるが,過去

における多くの高速度多色刷輪転機製作の経験を韮にし,さらに王酎及と保守の安全容易なることと,高

速運転において騒音,振動なく鮮明なる印刷がえられることを根本ノブ針として,慎重に設計製作した結

果,我国最高の常川速度にて快儲匿凋勤している｡

本文は,本機の設計鮒′l三上の特長と,新聞輪転機一般の機附こついて概記したものである｡

〔Ⅰ〕緒

放近新聞社ほ報道の迅 化と印刷の鮮明化をモットー

にしながら,はげしい増頁競争を行っている｡

終戦直後ほ,タブロイド版といわれる小さい紙面1杖

であったが,歳近では朝刊8頁,夕刊4頁が普通とな

り,さらに朝1二りを12頁に和そうとしている｡また盲一~ウ字も

現在の15段制から13段封舶こして,大きく読みやすいもの

にかえる きもみられる｡

このはか, 刊雑誌の流行や,数多くの日刊紙,

紙の進H_付こよって高恍能 聞輪転機の～-11現が強く要望さ

れてきた｡

日立製作所ほいままでに世卯胱水準をゆく多色オフセ

ット輪転機,多色ダラビヤ輪転機,書籍輪転機などの沓

種高 度輪転機を多数製作し,その性能についてほ

より絶大なる信用をえているが,今回河北新報社潮の

度新聞輪転機を完成した｡

本燐は日立製作所としてほ第1母機の

界

~~′r

椅

聞輪転機であ

って,設計型作に当っては新奇を追うことなく,取扱と

保守の容易安全なること, おに転 いて騒音や掠動

がなく鮮明なる印刷ができることをその韮木刀針とし

た｡以下こゝにその性籠および構造の概要を調朋する｡

〔ⅠⅠ〕特 長

(り 高速運転

本機の印刷速度は版胴の回転数としてほ500rpm,巻

板紙の走行速度では9,2m/sce,印刷耶数としては,4

聞で毎時12フブ部,すなわち毎秒33皿である｡

このような仁l~j州

された

度ほ折罠郁の排紙ベルトの上に排=

闘をさばく作業者の能力のほゞl娘昇である.っ こ

r.り

な

ナ
ヘ
ノ

よの かつ鮮別な印刷をするために

ほ機械はきわめでl鮎精度であることが必要であり,その

ため回転~郁分ほ完全なダイナミックバランスをとると共

に,主要歯車ほすべてて-グ~幽串研磨盤で研磨して振動

Ll立製作所川崎｣二場

第1図 河北新報祉納高速度新聞輪転機

(折機側)

Fig.1.Super Production Newspaper

Press(Folder Side)

第2図 ギディソグ･ルイス社製テーブル型中ぐ

り盤による印届lほlミサイドフレームの加工

Fig.2.Unit Side Frame of Boring Maehine
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第3[受lグレイ社製16町ミ門型フレーナによ

る上部フレームの加~｢

Fig.3.Upper Side Frame of Planner

と騒一首の防止に万金を瑞した｡

(2)取扱の容易

新聞の発行は,号外ほ勿論のこと,朝夕刊ともに寸秒

を争って行われる｡したがって輪転機においてほ取扱の

容易と保守の簡便ということが鼓も重要である｢.

本機においてほ,印刷の準備時間を短縮するため,ゴ

ムローラの調整方式の改良,ゴムローラ着脱州のリフタ

の土特設,抑胴のキャンバス夏換の揮易化,日動紙通し装

置の装備,行種調整装閏の電動化などをほかF),また｢TJ

滑な安全運転に対しては~ガ仝を期するため,シグナル系

統の充実,ドラム式制御ガぺの採用などの考ぽ･をほらつ

た｡

(3) 自動紙通し装置

新聞輪転機において,祇通しはかなり厄介な廿里であ

る｡64′′幅の紙を給紙芹はり,印刷濡の馴鹿よびガイド

ローラを経て,折毘閤ほでの釦離ほ非常に長く,紙の適

しにくい桐所もかなりあって,熟練者でも数分ほかゝる

ものであるが本機忙ほこれを鉦帥裾二行うl_■_l動紙通し′覧∈

置を装備したので,人手を全然要せずに,給祇部よF)折

畳郁までの紙通しを約30秒にて鯨夫に行うことができ

る｡

(4) 自動強制給油装置

高 チうためには,イl摘耳のおける給仙装帯ガ必

要であるが,本俄にほ11豪モ髄ミ肘j給油某閏が設けられてお

り,ギヤーボックス,軸受郁などのr･桐畑部分にほ確実に

給ゞ両が行われるようになっている｡

また木装~荏は主電動機にもインタロックされているか

ら, 1†系統に異状を生じて 紺lのゆきわたらないよう

第4周 デフリーグ社製ジグミルによる版

胴の加｣二

Fig.4.Plate Cylof Milling Machine

拾5図+1､レーべノし経巻隻バラソシソグ1酎こよる

カ~イドローラ朗/ミランス測定

Fig.5.Guide RollerofBalaneing Machine

なJ-易合にほ,起動もできないし､運転■いなシニJ(ご｢†動J′軸こ

r′す1卜するので,払L､しで汀隠遁転を続十ることができる｡

なお必一畑こ応してこのインタロックをほザし.約州系統

た十=il他に運転することもできるようになつで.､る

(5)静電気防止装置

冬欄の空気乾燥時には機鍼の運転Ih｢制紬賎にほ卦瀾

にl廿竃一気か

ノ
㌧
､すや これがLばLば紙切jtや印刷比

1の狂い,折見当の托いあるいは折の不揃などす.帰囚と

なってl甘刷能率を署二Lく低~下させる.〕この対 として本

機i･こは 給紙部に川紙の調門渠椚を飛来て,蒸気明朝怨

‥■`こおよびヒーテンダローラをこ特設した､､

(6) 多色刷機への準備

一般の書籍やj翫忘などの多色刷肛刷紆乱行こr-F･つて新

ナ｣
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第6睦1SIPジグポーラによる治

具の加コニ

Fig.6.Jig Plate ofJig Borer

聞にも,多色刷が採り人れられる情執こあるのでこ′才Lを

考慮して設計されている-.

この場合紙面のどの1r(に何色の色刷を行うかによって

紙の通L方が変わり,ゲこって,版胴や抑胴の伸転方位も

変えなければならないのでその駆動系統には,i_L逆転切

換横柄が準備されてぶり,また多色刷のユニット珊設に

備えてフレーム,べ了スも牲′:いこ製作されている1主電

動機,主幹制御盤および抑釦回路･ま,多色州チラ監へ発展の

場合のほかに,2子rj｣_吐気†潰叛雄兄㌫十レ引ばして設詔され

ている.｢.

〔ⅠⅠⅠ〕各部の構造

(1)概 要

木機は,ス1､-ンリールふ紬裾･7】;,11'江川服ふ■■~-壬2_基

付印刷削,ニノル′両銅鉱畏い甘け吊1品.i･∴Lび帰草加■fじよりモ=-1

成されている.一

印刷盲■払および折で圭■訂;は瓜川な苗豆壬と~友付･･こさ㌧え上

れたペソ1､i･こl■lrl定さjLてぃる.-､

折紙J■7】:ほ仰舶■1･じの~卜】1こLこの友桂川にお

かれており,いj)ゆる仙~卜給純情芯と

なっている‥.

紙ほ給紙~那より,ガイドローラッ ス

プリングローラ,ヒーテンダローラを

迫って印仙'f岳;にはいり,㌫■写1,州j卜〕と第

1蘭測亜甘でまず裏山か州られ, 仲弟に次

2抑胴と第2版馴細こて衣1_址姑刷らか

る｡色刷ほ第2抑肌と色刷版≠拍引こて

行われる､｢その後さらにガイドIJ-

ラ,アヂャス†､ローラ,ターンバーな

第7図 印刷祁の内側ゴムローラ装

脱用リフタ

Fig.7.Ⅰ.iftel･for Form Ro11er

弟8ド†新【Ji二い卜■石庭て撥

ド1g.8.Ge王1erこ11＼ricⅣ

全二休:図(ギヤ一価)

Of Ncwspapel`Press
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節9L茎lトコ ー

床 面 構 造 式 給 紙 部 配 置

Fig.9.Newspaper Pl･eSS and ReelStand on One Floor
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どを通って折畳郡に進み,2頁,4頁,6頁あるいは8

頁のいずれかに切断され,折畏まれて,一方向あるいは

二方向より排紙される｡

本機は運転 作の安全梶実と保守の容易について,特

に留意した設計となっている｡

すなわち,軸受都およびギヤ一部はすべて完全密閉式

であり,自動強制給油を施し,透明安全カバーを,各所

に使用すると共に,機械的にも電気的にも各種の安全装

置をもっている｡各部の主要ギヤ一にはすべて厳選した

特殊鋼を使用して
■

l 汀. きわめて高構

度に製作され静粛な運転と耐磨耗を期している｡

(2)給 紙 部′

給紙部の配置には大別して

(i)同一床面構造式

(ii)地下構造式

の種があり

前者は第9図の示す配列のものであって,紙通しほ後

者に奴べて容易であるが,据付面積が大きくなる｡後者

ほ第10図のような配列であるから,据付面積が小さく大

都市の新聞社には,この型式が多く用いられている｡な

お連結 転の場合にも後者の方が,攻扱上値利であるか

ら本機では,後者の地下構造式を採用した｡

給紙部はストーンリール,リール回転装置,リールサ

イドレイ装置,ブレーキ装置,ペーストカット装置,ガ

イドローラなどより柄成されている｡

ス1､-ンリールほ3本の巻板紙を,それぞれのアーム

の先端に取付け,正逆回転および軸力向移動(サイドレ

イ)を行うことができる｡

我国の巻取紋は,幅64′′,径36′′が標 の寸法である

が1台の機械で2貢またほ6貢新聞を印刷する場合もあ

り,その時にほ32′′幅あるいほ48′′幅の巻板紙を使爪す

るので,リール間隔ほ適当に調整することができる柄

となっている｡

ブレーキ装置i･ま,4本のエンドレスベルトよりなり,

単独の重錘によって張力をあたえながら共通伸上の各プ

ーリにより駆動されている｡このベル†に巻取舵を押つ

けてその巻付角を変化させ,祇にあたえる張力を調整す

る｡

ペース1､カット装~置は紙滋つなぐときに新しい巻取紙

をこ糊付けすると共に古い紙の後続を切断する

る｡

毘であ

作は抑釦を押すと,カッタアームが降卜し安全鞘

よりカッタがでて紙を切る｡紙を切り終るとリミットス

イッチによって,辿行し,カッタを安全耶に納めながら

上昇してもとの甜)ヒ紺こもどる..｡またヱil独に前進,後退,

停止を行うこともできて操作ほきわめて附里である｡リ

ールアーム上の巻耳元紙から 出された祇ほ,2本のテン

ソ郡ケンンシご

上世下

■■∴､

百用 第38巻 第6号

第10園 地 下 稲 造 式 給 紙 部 配 置
Fig.10.二Newspaper Press with Reeトstand

Installed Beneath the Floor

第11図 ペ ー

ス ト カ ッ ト 装 置

Fig.11.Cutting Device for Paper Pasting

ショソローラ,各1本のガイドローラ,ドラグローラを

通って印刷祁に送り込まれる｡このドラグローラはヒー

テンダローラを兼ねており,蒸気噴射装置とともiこ,用

紙の調質と静電気防止の作用を果している｡

(3)印 刷 部

印刷†邪の形式には,版胴,抑胴のならべ二〃により,マ

リノニ型,竪型∴隙盟 アーチ型などがあるが取扱が使

利で,構造も強 な形にできることなどの二哩由により,

木機でほ,アーチ費消己列を採川Lた｡

弟12図に脊型式を示す｡

版刑,抑胴,インキング装閏,督2組ほ第1d図に示す

ように対称的に配偶され原動横堀より堅剛を経て第2押

胴から順次版胴,インキング装置を駆動する.｡

(i)版 胴

抑版 ベアリングほ,スフェリカル ロー
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楕 型

萌12図 印 刷 部 の 各 型 式

Fig.12･CylArrangment of Press

ラベアリングを使用した｡

版胴 耐こは28個の阪締め用クリップが,軸方向4ケ

所に,それぞれ6ケまたは8ケl]]周方卜射こ組込まれてい

るから確実に版を締付けることができ,高速回転の際浮

上りなどを絶対に起さないようにきわめて桁度よく製作

されている｡1本の版胴には,新聞1頁の大きさに相当

する半円形鉛版が8面取付けられるが版胴の中央より･

右半分と左半分とは900くい違って取付けられるように

なっている｡

これは版の切目が版胴の軸方向にわたって一直線にな

っていると,その切目で印圧が全部抜け,紙の張ノ]の変

化やインキの詣ローラの躍りによる印刷効果の悪化など

を引起す頂囚となり,機械全休としても振動や紙切れな

どの悪影響を受けるからである｡

新聞1頁の大きさは,縦21抜′′, 標の国我カ61横

寸法であり,したがって鉛版を版‖帖こ取付けたときの印

刷面円周長は43′′である｡版胴に対する鉛版の収付方法

には種々あって,リンク,ネジ,カム,またはそれらを

組合せた機構が多くに用いられている｡鉛版1枚の重量

ほ約20kgあり,これが 回転した場合には相当の遠

心力を生ずるので,信煩のできる碓実な方式であること

と,その取扱が迅 容易にできることが最も

る｡

木機ではこのノ頂こつき粕こ考慮をほらったクイック

クランプ方式を採月=ノた｡

(ii)抑 胴

抑胴も版胴と同じく鍛鋼製で,ベアリングには･テー

パローラベアリングを使用した｡

第13図 900喰違って取付けられる

8面の鉛版

Fig.13.Mounting of Stereotype

原重力娼垂由

第14図 印刷郡イソキング説明図

Fig.14.Arrangement forInking

第15図

Fig.15.

スパイラルロール方式イソキソグ
Inking of SpiralRollerSystem

押胴表仙こは,ゴム製の上敷,1∵放の2枚よりなるブ

ランケットを御車ナるための溝があり,ブランケッ1､は

抑胴内に組込まれた巻付掛こよって取付けられる｡この

描は版胴の版の切削･こ合うように,版胴と同様に中央よ

り右 分と左半分がそれぞれ90つくい追っている｡

(iii)印圧調堕

印圧の調整ほ版胴を抑胴に卵つけて行う｡すなわち版
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胴のベアリングはェキセンブッシュ内に納められてお

り･ブッシュの外周に刻まれたウオームホイールを同し,

押胴と版胴間の距離を示す目盛を見ながら調整を行うよ

うになっている｡

(iv)インキング装置

インキング装置は3本のインキシリンダ,7本のゴム

ローラ,およびインキポンプ,インキレールより構成さ

れる｡

(イ)インキシリンダ'

3本のインキシリンダほポンプサイドにおいて版胴

より回転を受け,反対側のギヤーサイドにあるクラン

ク機構によって横振を行う｡

放下段のインキシリンダにほ後 のインキレールか

らインキを供給され,順次上カのゴムローラ,インキ

シリンダによってインキを練りながら版にインキを供

給する｡

(ロ)ゴムローラ

ゴムローラは6抜′′¢1丸5抜′･′¢1本,4tらり¢5れ

計7本あり,放上段のインキシリンダと版胴に接して

いる6抜′′¢･5兢′′ゥ与のゴムロー列･ま若ローラと呼ば

れ,版にインキを供給する｡他の4兢′′て･ちのゴムローラ

ほ締またほ,波ローラと呼ばれ,インキを下方より上

方まで練りながら運ぶ役目を

巻きつけたものである｡

しいずれも合成ゴムを

2組の抑胴,版胴の闘係位置および,

蔚ローラ1紬功謁係位聞は取扱の難易を

であるが,本機ほ合Ⅲ的配列のもとに,

押胴,版胴,

する重要な点

さらに.取扱の

容易をはかるため,狭くて操作のしにくいフレーム内

側のローラ煎肌用にリフタを特設し,ローラ取付ブラ

ケットについても工夫Lてあり,勒顆に調憾耳できる

ようにしてあるっ

(ハ)インキポンプ,インキレール

インキの仇 分配の方法としてi･ま,スパイラルロー

ラカ式とインキポンプ,インキレール方式がある｡

スパイラルローラカ式ほ第15図に示すような柿造の

ものである｡壷ローラほ常時インキに浸っており,定

ローラに附嘉したインキほ,ドクタブレードによって,

ブレードと壷ローラ閃の隙間a以上の厚みほ掻渚され

る･つスパイラルローラは壷セーラより踊肛bだけ離れ

て駆動されており,如酌こほ相方い射こスパイラルが刻

まれている.｡bは一般にaより′J＼さいのでのa-b

J-㌔主みのインキが証ローラよりスパイラルローラ上にす

くい振られ,これが渡りローラ,インキシリンダによ

って絞られながら版まで運ばれる｡版涌に供給するイ

ンキの畳は新聞の記事,写真などによって調節する必

要があるから･ドクタブレードほ長平プ汗吊こ4分告は

第38巻 第6号
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第16図 インキポソプ,イソキレールノノ▲式

イ ンキソグ

Fig･16･Inking byInk

System

Pump&Ink Rail

崩17J穴†

Fig.17,

イ ンキボン7

Ink Pump

れ,さらに約2′′ピッチに配列されたドクタブレード

調盛スクリュにより･隙間aを.冊琶できるようになつ

ている0インキレール方式ほ鄭6図-＼第18図に示す梢

造であって･インキを32ケの小さなケランヂャポンプ

でほ送するカ式である⊃インキはポンプふら(よ紺省こ

て,約2りヒソテであけられた32ケq)噴射口をもった

インキレールに送ら･れ･こゝよりインキシリンダー表面

に捌はj~し,こゴムローラとインキシリンダによって触

られながら版に兼高れる｡インキ供給_量の朗整局この

プランヂャホンフ~のピストンス1､ローグを変化させて

行う｡

木矧こおいてほインキ供給量の調整が機外の1ケ所

ー7て､
し 中的に行うことができ,安全かつ確率的であると

いう即由からインキレール方式を採皿した｡
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(Ⅴ)色刷装釣三

色刷装抑こはデッキノノふ カラーユニットノノ式のr･-･リノ

式があるっデッキカ式にほまた2喧類あって,印刷郡全

体を一つのユニットとして積上げる形式のものと,比較

的簡単な装躍を_t常フレームの中に組込んだものとがあ

る｡前者は1台としてほ片耐2色またほ両面1一色の色刷

を,全飽こわたってでき,後者でほ､用木の4色刷が普

通である′-､

ヵラーユニットガぺにも2植野は)つて,普通の印刷部

と十色の色刷のみを子~fう色刷耶を適結して行うもの

と,普通の仁Ij刷部の第2jl州司の上に･もう1木の冊子の

弟18図 イ ン =キニ
レ

′L【て析冊 r冥1

Fig.18.Sごetiom=)irlgrニIm Of王nl{Rail

拾19図 色 刷 某 【

Fig.19.Color Attnclllllい1t

版胴を配置したもの2 台を

797

して行うものがある｡

いずれも印刷部と同一床如こ配置され,全頁4色刷が

である.っ取扱棟作ほカラーユニット方式の方が容易

であるが,据付面積の点ではデッキ方式のカが′トさいの

ですぐれている.｡本職に採用したものほデッキ方式の--･

桂であって舞19図に示す構造のものが2基第2抑胴の上

に配置されている｡

色刷版胴径は墨刷版胴径の伐とL,新聞1武内に広喜

などを†首色にて,6色まで色分けをして印刷することが

できる｡また野球のスコアなど原稿締切りに後れて入つ

た紆j-iを木紙のfi反を鋳造しIFFl二さずに補足して印刷するた

めにも使用できる.

版胴は本機サイドフレームおよび車間軸受宣て支持さ

Jいじ机上にあり,木機押胴ギヤ一によって駆動される｡

色刷フレ町ム抑こほ,蔽壷ローラ,移ローラ,渡ロ

ーラ,金口ーラ,請ローラおよび駆動渠~腔が装備され･

l0l Ol喜:lol

▲

〔)

u

Lつ

ヽ

､＼
フレーム

/タン/トシャフト

/タン/ト

▲

＼l

l＼

‖

101毒∴】0 0i･㌔ 0

吊20匡l

ドig.2(∴

タ ー ン バ
ー

柴 山

Turnning Bar Device

祁21因

Fig.21.

アーギヤスト ローラ装iiTた

Adjustir)g Roller Device
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全体として木機ステー上を左右に移動できる｡

なお2基のうち,いずれの1某も単独に

が簡単な 作により行うことができる｡

日 立

転すること

(vi)ターンバー装置

ここにいうターンバー装置とほ,紙の重ね合せ装置の

ことであって,紙の進行方向に対して450をなし互に平

行な2本の棒より構成される｡

6貢および8頁 聞を出すときに使帰する｡

(vii)アヂャストローラ装置

アヂャストローラ装置とは2頁,4頁新聞の場合に印

圧点より折畳部の切断点までの距離および6頁,8頁の

場合ほさらに,ターンバー通過とその後の紙の通路の違

いによって生ずる紙の走行距離の差を新聞紙の縦の寸法

2抜′′の整数倍にするための装苫である｡紙の張力変化に

よって紙ののびも変るので,定則転中にも時々調整する必

要がある｡調整は折畳朝に設けた抑釦によって行うが,

手動にても行うことができるように考慮されている｡

(viii)デテクタおよびペーパカット装置

転中に印刷皿の版胴より後で紙切れを生じたと

き,そのまま運転を就けると版胴またほ押胴に紙が幾重

iこも巻付いて,胴を曲げたり,ベアリング部を破損Lた

りする｡胴に巻付いた紙をはがすのほきわめて手間のか

かる面倒な作業である｡これを防止するた捌こ紙が切れ

たときに紙の脹力が変化することを利川Lたデテクター

(紙切れ発見揖)といわれる-･憧のリミットスイッチが

要所要曲こ取付けてあり,この作動によって本機を非常

停止させるとともに給紙耶より印刷都に入る直前に設け

たペーパカット装置を作動させて後続の紙を切断するよ

うになっている｡

(4)折 這 部

連続した印刷紙ほ折畳普揖こおいて,2頁,4貞,6頁

あるいは8貢に切断され,折畳まれて排出される｡折畳

部は,ガイドローラ,ドラグローラ,スリッタ 匠,お

よび各2組の三角板,リーディングローラ,ニッピソグ

ローラ,鋸胴,折毘胴,フォルデングローラ,羽根車,

ベルト装置より術成されている｡機構としては他の各種

輪転機よりほ簡単であるが,高速度において確実に,揃

よく排紙しかつ折見当を正しくするという点に最重点が

置かれている｡ドラグローラほ祇を引張るため,版胴周

速より数%早い円周速度で駆動されるローラであって,

折畳部以外にユニット部と給紙部にもそれぞれ1本ずつ

配置されている｡スリッタ装苫は紙の進行方向に紙を縦

断するもので,片双円板と折畳部および印刷部のドラグ

ローラに設けられた細紬こよって切断する｡2,4頁用に

は折畳部,6,8頁用にほ巨Ij刷部のスリツタ装置を使用す

る｡折i-ま胴には紙を引榔ナて引張る針装~ほ,鋸胴の鋸双

≡∠＼

引用

須22l_¥l折

第38巻 第6 り一

j程 図

Fig･22･lJayOut OfFoldingDepartment

第23図 排祇装置
Fig.23.Delivery
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第24図 折 判 触 装 置

Fig･24･Folding &Cutting Cylinder

を受ける鎌受および折羽根装跨が装Ⅵされている｡

折羽根装閏凋第24図のようにフレームに川定された内

幽または外歯ギヤーと,これと3:1の菌車比にてかみ
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合う,ピニオンの軸上に取付けられた羽椚よ恒偶成され

ているっピニオンの公転とけ臨こより,利根先端の描く

軌跡によって紙をフすルディングローラに折込むもので

ある｡切断されて折半ほれた祇は10根羽根の羽根串(捌

き中)に落ち,50一酢仲山親廿畏閃こより処理されて･ベ

ルトヒに移され機外に運び刊される｢2見
4去〔新聞の

時は,紙座の-t]央を切断し2組の∴伸板こそれぞれ薄か

れ,ポンプサイド,ギヤーサイドの2方向に酢-Llされる

が,6比8_f相手即〕場合にほターンバー装~柁を似-Hし･

重ね合された紙を一カの三r-1板に掛､て切断,折Fとを行

うので,いずれか一方向に排紙し,部数としては当然前

者の半分しか排‖されないことになる｡折畳部にはこの

外に, 徴 るみを取る紙張りローラ装置,

枚数計,電気式速度計,主電動機川電流計などが装置さ

れている｡全泌置ほ透明アクリル樹脂製カバーで覆わ

れ,調整ほすべてこのカバーの外部より厚易に行えるよ

ぃに考慮し,安全運転と騒芹帆卜に万全を期している｡

(5)自動強制給油装置

本装繹の主要部は,折甜那卜i附二醐7:ほれている･-･す

なわち100g入りの油タン/ク,ギヤーポンプ,オートク

リーナ,プレッシャスイッチ,フレッシャダーヂなどが

ここにあり,ここより検油孔,圧ノ~J計を総て,苓ギヤーボ

ックス,軸受洋l籠どに油が此送され,行部を潤滑Lた後

重力落1∵によってフィルタを通りIl｣二びダンクにもどる｡

なおプレッシャスイッチほ竃動機とインタロックされて

おり,ある一一定圧以_卜にならないと起軌できないし･運

転中でも配管内の･れ故によ出血疋が一定以いこ~~Fった場

創こは機械ほ急伸止するっ したがって,いつでも安心し

て ｣戸】J けることがで㌢∴除守の簡便化と稼動

率の向上に役立っているっ

(る)原 動 部

原動方式にi･まグループ駆動力■ぺとユニット駆動力式と

がある1グルーナ駆動力`式とほ第2咽のごときもので･

原動機ほ本機とほ離れた別個のベースのLに掘付けら

れ,チェーン,馴〔などにより1子ナのモータで印刷濯烏

よび折畳部の41三通祝融駅軸を駆動する｡ユニット駆紺〟

式とは行印刷鮎抑制毎に常Ⅷ椚勘価に山忍した振ミ動機を

設けたもので舞27囲の二､とき満畏である｡後灘ま収付面

積ほ小さくてすむが,前者にくらべて保守が国難である

ので本機ではグループ駆動方式な採用した｡

動舶よ,主電動機,補助電動機,ブレーキ装置およぴ

減速装置よりなっている｡主電動機には2台迅紙用とし

て,75HP6P巻線型誘導電動機1台を使川し,一75%

ま ので ことができる｡なお負荷の 動に

備えてオートトランスを設けてあり,主電動機の一次電

圧を60%まで低下できるようになっている｡補助電動

｢ ~ 1
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フィルタ ギヤーポンプ

第25図 日 動 強 制 給 油 装 置

Fig.25,Automatic Forced Lubrication

噂上

宅+潤罰

第26図 グループ駆動方式

Fig.26.Group Drive System

Eロ別ユニーソト
ギヤ一例フレーム

マシンべ･り卜●

原重力ネ

≧/電重≡

i

l
l

/コラム

第27回 ユニット駆動方式
Fig.27.Unit Drive System

(Co-0ⅩialDrive System)

横には,7･5HP6P籠 導電動機を用し

遠心クラッチを介して主電動横軸を駆動する｡

は,補助 用にはマグネットブレーキを,

ブレーキ

主電動機
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第28図

Fig.28. Driving Department

川にほサーボリブタブレーキを使用したので,円椚にか

つ迅速に停止することができる｡主電動機と原動主軸と

の直結ほ従 はサイレントチェーンを用いていたが,保

守の囲知と･チェーンののびによって生ずる振動および

騒音などの弊告を取除くため,日立 作所独臼のⅤベル

ト駆動としたので,静粛運転に大いに効果をあげてい

る.二

(7)電気操作

本機ほ高 密輸転機として,取扱操作を容易にし,

を発揮させるためと,連続運転に万全を期するため,

その電気制御関係ほ従来のものに較べて完備している｡

いままでほ手動で行っていた各所の調整をほとんど長持独

電動機による遠隔押釦操作にし,しかもこれらを~ちこにイ

ンタロックさせている.二 特に安全JHシグナル系統は,楕

段の改良と整備を施し,危換防止安全運転を図っている｡

〔ⅠⅤ〕仕

退室 式

巻板紙の人きさ

巻板紙の【自:径

版 胴 此 径

鉛版 の厚み

機械の火きさ

様

RNll｣もCll

最大偏1,625mm(64′′)

最大 1,000mm(40′′〕

325･35mm (12.809′′｣

11･12mm (0.4375′′ノ

長さ 6,290×幅5,390

×高さ6,120mm

46
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第29岡 新聞輪転機(ポンプサイド)
Fig･29 GeneralViewofNewspaper

Press(Pump Side)

印 刷 速 度 版胴川転数 500rpm

4頁新聞 120,000部/時

二i二電 動 機 75HP巻縦型三和誘導電動機

〔Ⅴ〕結 円

木機ほ,トトヒ製作㈲こおし､て完成された新聞輪転機の

第1り~概て也るので,設計
一製作ともにきわめで慎重を

期L,粗こ~鳳想天外な.~拭みほ採川しなかったが,取扱の

容射ヒと高速運転において静粛に,鮮明なる印刷のでき

ることを第1の【l標として_製作したものである′ノ単にし

てこのl一川勺ほ完仝に果され.溝牒すべき雛冥土をうること

ができたので,今後ほこ町経験を基碇L,さらiこ研究に

≠L､トー大飛躍せした製品を~lい陽に送りたす/こく努ノ｣し

ている

終りにのぞヾヱ人･木機の即封こ､りり絶人なそ御肺窪を賜

わった河｣ヒ新緑畑土甘Ⅲ√1二捌.上長以卜憫係鋸吊こ溌鍾

なる謝意を式するしたいで義一,る′.
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